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社会教育主事講習 

講義レジュメ 

内容・テーマ 北九州市の生涯学習推進の取組 

実践事例名
北九州市生涯学習推進計画（R３年度～R７年度）に基づく取

り組み 

事業主体（実施機関） 北九州市 

連携・協力機関等

発表者 市民文化スポーツ局生涯学習課 社会教育担当 菅恒弘 

内 容 

１．生涯学習に関する北九州市の歩み 

旧 5 市時代から現在までの本市の生涯学習に関する歩み 

２．本市の生涯学習の推進 

これまでの取組と北九州市生涯学習推進計画（R３年度～R７年度）について 

３．北九州市生涯学習推進計画 

北九州市生涯学習推進計画（R３年度～R７年度）が目指す社会・取組について 

４．行政評価の取組 

本市の行政評価の取組と北九州市生涯学習推進計画における指標について 

※視聴する動画教材の中で用いられている講師の所属名と職名は、教材制作当時のものであり、実施要項に
記載されている現所属名・現職名と異なる場合がありますので、予めご了承ください。



社会教育主事講習 

講義レジュメ 

内容・テーマ 社会教育経営論 事例研究 

実践事例名 第４次多摩市生涯学習推進計画 

事業主体（実施機関） 多摩市 くらしと文化部 文化・生涯学習推進課 

連携・協力機関等

発表者 伊藤 麻衣子 

内 容 

（１）多摩市生涯学習の流れ

（２）第４次多摩市生涯学習推進計画の策定に向けて

①多摩市における生涯学習の意義

②計画策定のプロセス

③計画策定における現状把握

④生涯学習をめぐる課題

（３）第４次多摩市生涯学習推進計画

①基本理念

②計画の構造

③計画の位置づけ

④成果目標

⑤進行管理

（４）おわりに

（５）第４次多摩市生涯学習推進計画の紹介

参考資料 

第４次多摩市生涯学習推進計画 

https://www.city.tama.lg.jp/0000000850.html 

※視聴する動画教材の中で用いられている講師の所属名と職名は、教材制作当時のものであり、実施要項に
記載されている現所属名・現職名と異なる場合がありますので、予めご了承ください。





































1.

2.

 2007:36 38

Cf. 1999 2014

89

1999

1999 2001

2002

BankART1929 NPO 2003 2004

2005 2007

2008 2012

3.

NPO

Cf. NPO NPO

Salamon 1987:111-

113

NPO

2017:13-14

4.

Cf.

ICT







 



社会教育主事講習 

講義レジュメ 

内容・テーマ 

博物館から学校へ 鳥取県立博物館の学習支援事業 実践事例名 

事業主体（実施機関） 鳥取県立博物館 

連携・協力機関等 

発表者 学芸課学習支援担当 専門員兼主任学芸員 茶谷 満 

内 容 

１ 鳥取県立博物館の紹介 

昭和 47 年開館。自然、歴史・民俗、美術の３分野をもつ総合博物館 

延べ床面積  9,699m2   年間来館者数 101,012 人（令和３年度） 

収蔵資料 約 175,000 点  スタッフ 常勤 24 名、非常勤 10 名 

来館者の内訳･･･全来館者の約 1/3 が常設展、そのさらに約 1/3 が学校利用。 

２ 学習支援（教育普及）事業の紹介 

自然分野、歴史・民俗分野、美術分野でそれぞれ普及プログラムを実践 

「教員のための博物館の日」･･･教職員向けに博物館の利用法を紹介 

「とっとりデジタルコレクション」･･･博物館資料のデジタル化、WEB での公開 

３ 博物館から学校へ 

“鳥取県立博物館「ふるさとキャリア教育」学習プログラム” 

（１）出前展示「博物館がやってくる！」

（２）学校＆地域でアート

（３）学芸員派遣

社会情勢の大きな変化･･･オンライン展示解説

探求学習の資源…デジタルアーカイブを有効活用

４ まとめと課題 

（１）まとめ

遠方の学校等にも等しい学習機会を！

博物館＝「モノ」でもあり、「ヒト」でもある！

オンライン化で心理的距離がぐっと身近に！

デジタルアーカイブ化＝「いつでも」「どこでも」「誰でも」利用可能

（２）課題

特定の学校・公民館に偏る。博物館から離れた地域ではまだまだなじみが薄い。

教職員の ICT レベルの向上に期待。

社会教育施設のネットワーク（２）

※視聴する動画教材の中で用いられている講師の所属名と職名は、教材制作当時のものであり、実施要項に
記載されている現所属名・現職名と異なる場合がありますので、予めご了承ください。



 

社会教育主事講習 

 

講義レジュメ 

 

内容・テーマ： 

家庭、学校、地域の連携・協働の推進と 

地域の活性化に向けて 

講師： 大坪 直子 

期日：2024 年 2 月 2 日 

 

子どもたちの成長のために、家庭、学校。地域が連携・協働することで地域が活性化する

ということ 

シンポジウム 

・地域での様々な体験活動の中で子どもたちが生き生きと育つ２つの事例から学ぶ 

 ＊事例を聴く視点について（コーディネーター） 

 事例１「地球クラブ」の取組について（代表 小岩井彰さん） 

 事例２「認定 NPO 法人 さぬきっずコムシアター」の取組について（理事長 髙橋勝子さん） 

・地域を学びのフィールドととらえ、体験活動や世代間交流などを含む活動の中で子ども

たちがどのような成長をするか 

・活動に関わる様々な世代がともに活動に参加する中で互いに学び合うこと 

・地域への興味関心から地域の魅力の発信や課題解決のための取組などが生まれる 

 活動は子どもたちも大人たちもみんなが参加することで、地域のネットワークが生まれ 

 地域力になる 

・社会教育が果たす役割について考える 

 

 

 



社会教育主事講習 

講義レジュメ 

内容・テーマ 家庭、学校、地域の連携・協働の推進と地域の活性化に向けて 

実践事例名 人とつながる力を育てるー地球クラブの活動をとおしてー 

事業主体（実施機関） 地球クラブ 

連携・協力機関等 なし 

発表者 小岩井 彰 

                             期日２０２４年 ２月 ２日 

内   容 

人とつながる力を育てる 
－地球クラブの活動をとおして－ 

１私の問題意識 
（１）「人格の完成」と「社会の形成者」の育成とは 
 
（２）非社会化の進行 

①人とのつながり不全 
②自然体験と遊びの不足 

 
２人に対する関心、愛着、信頼を育てる 
（１） 多様な他者が直に相互に触れ合う場⇒人とつながって新しい社会を創る力の源 
（２） 「つ」のつく時代の自然体験と遊びの必要性 
 
３地球クラブの実践 
（１） 目的 
 豊かな自然の中で子どもたちが多様な人と直に相互に関わることで、自然や人に対する関心や

愛着、信頼を育てる⇒「人とつながって新しい社会を創造する力」（社会力）を育む 
（２） 教育環境・・2 ヘクタールの土地と 23 人の地主、地区の理解 
（３） 活動の運営・・大学生の学びの場としての地球クラブ 
（４） 活動内容 
① 定例の活動：毎月 2 回、年間 24 回（資料参照）4 歳児以上の子を持つ親子 
② 幼児クラス「まめっこ」（認可外保育施設 自然保育）  
③ 親子クラス「こまめ」（毎週１回 未就園児の親子対象） 

地球クラブ HP：https://chikyu.clob 
最近の掲載記事：https://greenz.jp/2023/12/12/chikyuclub/ 

 ＊活動は手段、目的は社会力の育成 
 
４家庭、学校、地域の連携・協働の推進と地域の活性化に向けて 

（１）社会教育主事のみなさんに期待すること 
① 公教育の可能性を広げる（資料参照） 
② 教育の風土をつくる 



③ 現場を創る・訪ねる・感じる 
 （２）互恵的共同社会の形成の考え方 
 ①利己的競争社会から互恵的協同社会への転換 
 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

〔参考文献〕 

社会力を育てる 2010 門脇厚司著 岩波新書  

{参考 HP} 

 青木村役場 HP：http://www.vill.aoki.nagano.jp/ 

 長野県上田市立北小学校 HP：http://www.school.umic.jp/kita/ 

 

 



 

社会教育主事講習 

 

講義レジュメ 

 

内容・テーマ 家庭・学校・地域の連携協働の推進と地域の活性化に向けて 

実践事例名 子育ち親育ちを地域みんなで支える！ 

さぬきっずコムシアターの取り組み 

事業主体（実施機関） 認定 NPO 法人さぬきっずコムシアター 

連携・協力機関等 行政・学校・地域・地域団体・子育て家庭 

発表者 髙橋 勝子 

 

 

                              期日 2024 年 2 月 2 日 

 

内   容 

 

１． 丸亀市の概要 

風土・人口・市の社会教育的な取り組み 

 

２． さぬきっずコムシアターの概要・活動内容 

  発足の経緯、軌跡 

     活動紹介（子ども体験・コミュニケーション・居場所・ひとり親家庭支援・ 

相談業務・出前講座等） 

       

３． 活動から生み出される繋がりと連携の取り組み事例 

  活動をする中での繋がりの事例 

  様々な連携、協働で実施する活動の事例 

 

４． ヒトの循環、役割創生 

  教育と捉えないで、今を考える視点、未来を考える視点 

  （定義や理念なんていらない！育ちの困りごとを笑顔に変えていく） 

  誰もが主役となる場づくり 

 

５． 成果と課題、今後の展望 

     成果：つながりの広がり、活動の広がり 

     課題：課題解決の度合い 

     展望：子育て家庭の課題解決のためのさらなる取り組み、また、 

新たな取り組み 

 




